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こ
と
ば
と
食
、そ
し
て
‥
‥

理
事
長

栗
原

喜
一
郎

「
春
巻
で
～
す
」

「
私
は
ゴ
マ
団
子
が
お
い
し
か
っ

た
」

「
僕
は
、
パ
ン
ダ
ま
ん
じ
ゅ
う
」

親
子
教
室
中
国
大
使
館
訪
問
の

交
流
会
の
一
場
面
で
す
。
川
口
市

の
小
学
生
と
中
国
の
小
学
生
と
の

話
し
合
い
の
初
め
は
、
今
年
も
緊

張
し
て
発
言
が
少
な
く
、
硬
い
雰

囲
気
で
し
た
。
話
し
合
い
の
途
中

休
憩
と
な
り
、
大
使
館
で
用
意
し

て
い
た
だ
い
た
お
や
つ
を
食
べ
る

と
、
笑
い
声
が
起
こ
り
親
し
く
な

り
軽
く
話
し
合
わ
れ
た
の
で
す
。

人
と
人
の
心
の
交
流
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
の
は
「
こ
と
ば
」

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
軽

く
円
滑
に
交
換
さ
せ
る
の
に
、
共．

に
食
事
す

．
．
．
．
る．
こ
と
が
さ
ら
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
も
の
だ
と
強
く

感
じ
た
夏
で
し
た
。
日
本
料
理
は

刺
身
・
天
ぷ
ら
・
懐
石
で
す
が
、

中
国
料
理
に
は
北
京
料
理
、
上
海

料
理
、
杭
州
料
理
、
広
東
料
理
、

香
港
料
理
、
四
川
料
理
、
西
北
料

理
等
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を

共
に
食
べ
る
と
深
く
温
か
い
友
好

の
絆
が
結
べ
る
と
思
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
近
づ
い
た
時
、
汪
婉

中
国
大
使
夫
人
が
、
川
口
の
小
学

生
一
人
一
人
に
お
土
産
を
渡
し
て

く
れ
ま
し
た
。
縫
い
ぐ
る
み
の
パ

ン
ダ
で
す
。
嬉
し
さ
一
杯
の
子
供

た
ち
の
表
情
で
し
た
。
自
分
の
机

上
に
置
い
た
パ
ン
ダ
は
後
々
ま
で

大
使
館
訪
問
を
思
い
出
さ
せ
、
長

く
友
好
の
心
を
深
め
て
く
れ
る
も

の
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
の
川
口
日
中
の
中
国
訪
問

旅
行
は
〝
湖
南
の
旅
〟
で
し
た
。

張
家
界
、
武
陵
源
、
鳳
凰
古
城
等

を
視
察
し
ま
し
た
。
半
年
過
ぎ
た

今
、
わ
た
く
し
が
思
い
出
す
の
は

洞
庭
湖
、
岳
陽
楼
、
岳
麓
書
院
で

す
。
帰
朝
後
、
漢
詩
を
吟
じ
な
が

ら
、
そ
の
風
景
の
記
録
を
深
め
た

の
で
す
。

李
白
の
「
洞
庭
に
遊
ぶ
」
や
、

杜
甫
の
「
岳
陽
に
登
る
」
そ
し
て

岳
麓
書
院
で
教
授
し
た
朱
熹
の

「
酔
う
て
祝
融
峰
を
下
る
」
等
で

し
た
。

心
と
心
の
絆
を
結
ぶ
の
は
「
こ

と
ば
」、
さ
ら
に
深
め
る
の
は
、

共
に
す
る
食
事
、
土
産
、
歌
詞
な

の
か
と
、
今
年
の
友
好
活
動
か
ら

学
び
ま
し
た
。
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二
〇
一
二
年
度

川
口
市
日
中
総
会

二
月
十
一
日
、
江
南
春
に
お
い

て
川
口
市
日
中
友
好
協
会
の
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
前
日
に
当
川
口
市

日
中
友
好
協
会
の
創
始
者
、
坂
本

隆
太
郎
氏(

九
十
二
歳)

の
ご
逝
去

の
報
に
接
し
、
会
員
一
同
黙
祷
よ

り
総
会
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報

告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算

案
の
承
認
を
受
け
、
つ
つ
が
な
く

審
議
を
終
了
し
引
き
続
き
日
中
友

好
新
春
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。

川
口
日
中
新
春
懇
親
会

中
国
大
使
館
友
好
交
流
部
参
事

官
張
成
慶
氏
、
書
記
官
呂
新
鋒
氏

ほ
か
十
四
名
の
ご
来
賓
、
中
国
語

講
師
六
名
、
協
会
員
五
十
名
を
迎

え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
迎
え
し
た
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
が
飛

び
入
り
で
演
奏
を
ご
披
露
し
て
く

だ
さ
り
、
に
ぎ
や
か
な
開
幕
と
な

り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
来
賓
多
数
の
方
の

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
一

同
草
の
根
友
好
交
流
の
必
要
性
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

坂
本
隆
太
郎
氏

ご
逝
去
を
悼
む

市
東

文
子

川
口
市
日
中
友
好
協
会
顧
問
、

坂
本
隆
太
郎
氏
の
ご
逝
去
の
報
に

接
し
、
哀
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

日
中
友
好
の
た
め
に
並
々
な
ら
ぬ

情
熱
を
注
が
れ
、
そ
の
生
涯
を
捧

げ
ら
れ
た
坂
本
氏
が
二
月
十
一
日
、

奇
し
く
も
川
口
市
日
中
総
会
が
始

ま
る
十
数
時
間
前
に
天
国
へ
旅
立

た
れ
ま
し
た
。

県
日
中
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、

川
口
日
中
で
は
組
織
作
り
か
ら

結
成
ま
で
努
力
に
努
力
を
重
ね

ら
れ
ま
し
た
。

中
国
語
教
室
開
設
、
中
国
友

好
訪
問
団
派
遣
、
貴
州
希
望
小

学
建
設
、
「
に
い
は
お
」
発
行
、

た
た
ら
祭
り
水
餃
子
実
演
販
売
、

小
学
生
親
子
の
中
国
大
使
館
訪

問
、
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
参
加
、
中
国
映
画
鑑
賞
会

開
催
な
ど
の
氏
の
功
績
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

や
さ
し
い
人
な
つ
っ
こ
い
人
柄

と
笑
顔
で
、
み
ん
な
に
慕
わ
れ
、

尊
敬
さ
れ
た
坂
本
さ
ん
か
ら
多
く

の
中
国
人
講
師
や
受
講
生
が
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
日
中
友
好
に

対
し
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
そ
の

発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た

先
達
を
失
い
ま
し
た
こ
と
は
、
私

た
ち
に
と
り
ま
し
て
も
大
き
な
損

失
で
す
。

し
か
し
、
坂
本
隆
太
郎
さ
ん
お

見
守
り
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
力

を
合
わ
せ
て
、
草
の
根
運
動
の
灯

を
永
遠
に
と
も
し
続
け
ま
す
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と

も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

合
掌

坂
本
隆
太
郎
氏
の
ご
葬
儀
は
、

二
月
十
四
日
に
執
り
行
わ
れ
、
多

数
の
協
会
員
が
最
期
の
お
別
れ
を

い
た
し
ま
し
た
。

舞台上で参事官と県日中会長、

川口日中会員の和やかな交流風景
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川
口
中
国
語
教
室

第
三
十
四
期
入
門
Ａ
修
了
式

幹
事

定
兼

雅
義

三
月
二
十
七
日
に
協
会
教
室
で

第
三
十
四
期
生
の
修
了
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
の
四
月
に
入
門

し
、
四
十
五
回
の
授
業
を
無
事
に

終
え
ら
れ
た
方
々
で
す
。

入
門
時
は
男
性
二
名
、
女
性
七

名
の
九
名
で
し
た
が
、
仕
事
の
関

係
で
退
学
さ
れ
た
方
、
中
国
に
引

越
し
て
退
学
さ
れ
た
方
が
出
た
反

面
、
途
中
か
ら
入
学
さ
れ
た
方
も

あ
り
修
了
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
は

七
名
で
し
た
。

加
藤
事
務
局
長
か
ら
一
人
ひ
と

り
名
前
を
呼
ば
れ
、
修
了
証
書
を

手
渡
さ
れ
た
方
々
の
顔
に
は
、
一

年
間
良
く
頑
張
っ
て
無
事
に
修
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
達
成
感
と
、

来
年
度
の
初
級
ク
ラ
ス
で
さ
ら
な

る
一
歩
に
挑
戦
す
る
決
意
が
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ご
指
導
い
た
だ
い
た
鮑
先
生
は

料
理
も
得
意
で
、
自
宅
で
餃
子
パ

ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
て
ク
ラ
ス
の
纏

ま
り
に
も
ご
尽
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
来
年
度
の
初
級
ク
ラ

ス
で
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

今
日
修
了
さ
れ
た
皆
様
と
は
初

級
ク
ラ
ス
を
修
了
さ
れ
一
緒
に
勉

強
で
き
る
日
が
来
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
挫
け
ず
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
三
十
四
期
入
門
Ｂ
修
了
式

幹
事

吉
田

博

幹
事

武
田

千
恵
子

三
月
二
十
四
日
に
入
門
B
ク

ラ
ス
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
曜
日
の
夜
七
時
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
開
講
当
初
は
十
九
名
だ
っ

た
受
講
生
も
、
仕
事
の
都
合
や
、

そ
の
ほ
か
、
授
業
時
間
な
ど
の
都

合
で
、
最
終
的
に
は
九
名
の
修
了

生
を
送
り
ま
し
た
。

夏
の
暑
気
払
い
、
秋
の
中
国
語

発
表
の
つ
ど
い
、
ま
た
三
月
の
謝

恩
会
を
兼
ね
た
三
宅
悠
太
君
の
誕

生
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
交

え
て
の
一
年
で
し
た
。

残
っ
た
九
名
は
や
は
り
学
習
意

欲
も
旺
盛
な
方
々
ば
か
り
で
す
の

で
、
二
年
目
の
初
級
ク
ラ
ス
の
み

な
ら
ず
、
今
後
も
受
講
を
継
続
し

て
い
た
だ
き
、
日
本
と
中
国
の
友

好
に
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
三
十
五
期
入
門
Ａ
開
講
式

ク
ラ
ス
の
近
況

幹
事

森

基
悦

今
年
の
入
門
A
は
男
性
四
名
、

女
性
二
名
で
、
四
月
三
日
に
開
講

さ
れ
ま
し
た
が
、
業
務
の
都
合
で

一
名
欠
け
、
現
在
五
名
の
こ
じ
ん

ま
り
し
た
ク
ラ
ス
で
す
。

全
員
、
初
め
て
の
学
習
と
あ
っ

て
簡
体
字
・
拼
音
に
お
目
に
か
か

り
戸
惑
い
な
が
ら
学
び
、
八
ヶ
月

が
経
ち
ま
し
た
。



―――――――― 日中かわぐち 47 号 ―――――――

――――――――――――――――― 4 ―――――――――――――――――――

現
在
本
文
の
ロ
ー
ル
・
プ
レ
ー

を
し
た
り
、
習
得
し
た
単
語
や
語

順
を
応
用
し
た
簡
単
な
会
話
を
楽

し
ん
で
（
？
）
い
ま
す
。

最
近
、
学
習
意
欲
も
出
て
き
た

の
か
全
員
『
中
日
辞
典
』
を
買
い

整
え
る
な
ど
、
傍
か
ら
見
て
い
て

心
楽
し
く
な
り
ま
す
。

縁
あ
っ
て
集
い
、
始
め
た
中
国

語
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
多
く
の

壁
に
突
き
当
た
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、「
忘
れ
て
も
い
い
か
ら
続

け
る
こ
と
」
を
念
頭
に
精
進
し
て

い
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

「に
い
は
お
」第
三
十
四
号

第
一
回
編
集
会
議

四
月
五
日
・
二
十
一
時
よ
り
、

「
に
い
は
お
」
第
一
回
の
編
集
会

議
を
前
田
・
内
野
・
本
多
・
市
東

の
四
名
で
行
い
、
発
行
は
六
月
二

十
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
入

門
Ｂ
は
七
月
開
講
の
た
め
、
今
年

度
は
原
稿
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

「に
い
は
お
」第
三
十
四
号

六
月
二
十
日
発
行

市
東

文
子

今
年
は
昨
年
の
「
東
日
本
大

震
災
」
の
影
響
を
受
け
て
、
栄
町

公
民
館
、
金
曜
日
夜
・
入
門
Ｂ
ク

ラ
ス
の
開
講
が
七
月
六
日
に
な
っ

た
こ
と
で
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
文
集

と
資
料
が
残
念
な
が
ら
掲
載
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
に
期
待
し

ま
し
ょ
う
。

教
室
全
員
の
熱
情
が
伝
わ
る
立

派
な
文
集
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

老
師
か
ら
は
来
日
後
の
苦
労
談
が

笑
い
と
涙
を
交
え
て
書
か
れ
、
ま

た
有
意
義
な
中
国
語
の
マ
ス
タ
ー

法
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

入
門
Ａ
ク
ラ
ス
の
皆
様
は
中
国

語
を
始
め
た
動
機
を
思
い
思
い
に

綴
っ
て
く
だ
さ
り
、
今
後
が
楽
し

み
で
す
。

老
同
学
は
旅
行
記
や
日
常
の
身

近
な
出
来
事
な
ど
を
面
白
可
笑
し

く
こ
と
ば
に
し
て
、
と
て
も
興
味

深
い
文
章
で
す
。

「
画
報
」
に
は
「
日
中
か
わ
ぐ

ち
」
こ
の
一
年
の
輝
か
し
い
活
動

が
記
録
さ
れ
、
想
い
出
深
く
、
懐

か
し
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

様
と
熱
心
な
愛
読
者
の
方
々
に
心

を
籠
め
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

入
門
B
ク
ラ
ス
開
講
式

幹
事

石
井

勘
之

七
月
六
日
（
金
）
午
後
七

時
よ
り
、
栄
町
公
民
館
第
2
会

議
室
に
お
い
て
、
第
三
十
五
期
と

な
る
入
門
B
ク
ラ
ス
の
開
講
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
会
場
と
な
る
栄
町
公
民
館

の
耐
震
補
強
工
事
の
影
響
で
、
例

年
よ
り
三
ヶ
月
遅
れ
の
開
講
と

な
る
こ
と
か
ら
、
受
講
生
が
集
ま

る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
さ
い
わ

い
十
七
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
こ
の
先
九
ヶ

月
間
ご
指
導
い
た
だ
く
丁
菁
講
師

や
栗
原
川
口
日
中
友
好
協
会
理
事

長
お
よ
び
加
藤
事
務
局
長
、
本
多
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教
室
代
表
を
始
め
と
す
る
協
会
役

員
の
方
々
の
ご
あ
い
さ
つ
と
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
受
講
生
の
自

己
紹
介
や
各
教
室
の
先
輩
受
講
生

の
方
々
か
ら
の
激
励
の
言
葉
が
寄

せ
ら
れ
、
緊
張
の
中
に
も
和
や
か

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
講
以
後
四
ヶ
月
程
経
過
し

た
現
在
、
丁
講
師
の
熱
血
ご
指
導

の
も
と
に
、
毎
週
笑
い
声
の
絶
え

な
い
楽
し
い
授
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
授
業
が
進
む
と
同
時
に
な

お
一
層
楽
し
い
教
室
に
な
る
こ
と

請
け
合
い
で
す
。
大
変
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

川
口
市
日
中
友
好
協
会

湖
南
省
視
察
旅
行
報
告

副
事
務
局
長

菅
原

昭

栗
原
理
事
長
を
団
長
に
十
五
年

目
の
研
修
旅
行
を
国
交
正
常
化
四

十
周
年
記
念
と
し
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
長
沙
を
中
心
と
し
た
旅

で
し
た
が
、
日
本
人
旅
行
客
の
少

な
い
地
方
な
の
で
現
地
ガ
イ
ド
の

陳
中
清
さ
ん
は
日
本
語
を
忘
れ
て

し
ま
い
そ
う
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
多
く
の
日
本
人
旅
行
客
が
訪

れ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
旅
は
世
界
遺
産
武
陵
源

国
家
森
林
公
園
、
黄
龍
洞
四
層
の

複
雑
な
構
造
を
持
つ
地
底
川
を
ボ

ー
ト
で
め
ぐ
り
、
大
自
然
の
驚
異

を
体
験
し
、
鳳
凰
古
城
散
策
、
地

上
の
ボ
ー
ト
で
の
舟
遊
び
も
楽
し

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

岳
陽
大
学
の
敷
地
の
広
さ
、
洞

庭
湖
の
船
で
の
遊
覧
も
今
ま
で
に

な
い
旅
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

食
事
も
名
物
郷
土
料
理
が
中
心

で
、
竹
筒
料
理
、
菌
類
料
理
（
土

家
族
・
苗
族
）
が
本
当
に
お
い
し

く
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。

旅
行
六
日
目
に
第
十
五
回
記
念

と
し
て
ホ
テ
ル
の
ク
ラ
ブ
の
一
室

を
借
り
切
り
、
カ
ラ
オ
ケ
等
楽
し

く
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
再
度
行
き
た
い
場
所
に
な

り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
旅
行
で
私
た
ち
は
中

国
世
界
遺
産
（
文
化
、
自
然
、
複

合
）
二
十
九
ヶ
所
視
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
体

力
の
続
く
限
り
、
旅
を
計
画
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
は
多
数
の
要
望
も
あ
り
、
雲

南
省
少
数
民
族
と
秘
境
を
訪
れ
る

旅
（
麗
江
・
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
・
シ

ー
サ
パ
ン
ナ
・
成
都
）
を
十
月
ご

ろ
に
計
画
中
で
す
。
最
後
に
企
画

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
前
田
さ
ん
、

浅
倉
さ
ん
、
ス
ル
ー
ガ
イ
ド
の
西

安
中
信
旅
行
社
張
天
兵
部
長
に
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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川
口
親
子
教
室

中
国
大
使
館
訪
問

加
藤

展
裄

七
月
二
十
六
日
、
二
十
七
回
目

の
川
口
市
日
中
親
子
教
室
に
在
家

小
学
校
の
児
童
・
保
護
者
三
十
六

名
、
中
川
校
長
と
教
師
二
名
、
協

会
か
ら
理
事
七
名
が
参
加
し
ま
し

た
。午

前
八
時
三
十
分
出
発
、
バ
ス

車
中
で
飯
塚
理
事
が
中
国
語
を
指

導
。
午
前
中
は
都
内
北
の
丸
の
科

学
技
術
館
で
日
本
の
最
先
端
科
学

技
術
を
見
学
し
、
子
供
同
士
、
あ

る
い
は
親
子
で
展
示
物
の
見
学
や

実
験
を
行
っ
た
後
館
内
に
て
持
参

の
お
弁
当
で
お
腹
を
満
た
し
た
。

午
後
二
時
に
大
使
館
へ
到
着
。

呂
参
事
官
の
案
内
で
敷
地
内
の
施

設
や
庭
園
を
見
学
後
、
館
内
ホ
ー

ル
で
、
最
初
に
中
国
武
術
の
映
画

を
鑑
賞
、
流
派
の
紹
介
や
武
術
学

校
の
ほ
か
、
名
山
や
寺
院
や
京
劇

の
紹
介
も
あ
り
、
子
供
た
ち
は
中

国
の
文
化
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

映
画
鑑
賞
後
、
友
好
交
流
部
参

事
官
、
汪
婉
大
使
夫
人
が
挨
拶
さ

れ
、
夏
休
み
に
入
っ
た
ば
か
り
の

児
童
保
護
者
、
教
師
お
よ
び
川
口

日
中
の
メ
ン
バ
ー
の
訪
問
に
対
し

温
か
い
歓
迎
の
言
葉
を
頂
い
た
。

次
い
で
中
川
校
長
か
ら
大
使
館

側
の
好
意
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉

と
子
供
た
ち
が
こ
の
機
会
を
契
機

に
国
際
的
視
野
を
広
げ
る
よ
う
希

望
す
る
と
い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
大
使
館
職
員
の
子
供
と

母
親
が
入
場
し
、
双
方
の
趣
味
や

勉
強
、
余
暇
の
過
ご
し
方
、
将
来

の
夢
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
交

流
を
も
っ
た
。

最
初
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
た
子
供
た
ち
も
文
化

の
違
い
や
学
校
生
活
に
対
す
る
話

題
を
積
極
的
に
話
す
よ
う
に
な
り
、

大
使
館
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
た

春
巻
や
ゴ
マ
団
子
、
パ
ン
ダ
の
マ

ン
ト
ウ
等
を
頂
く
と
一
気
に
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
に

な
り
、
さ
ら
に
日
中
の
子
供
た
ち

は
交
流
が
進
み
楽
し
い
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
子

供
た
ち
に
は
パ
ン
ダ
の
ぬ
い
ぐ
る

み
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
大
喜
び
、

良
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
栗
原
理
事
長
が
謝
辞
と

挨
拶
を
申
し
あ
げ
、
正
面
玄
関
前

で
記
念
撮
影
後
、
帰
途
に
つ
い
た
。

編
集
後
記

各
行
事
担
当
の
方
々
、
寄
稿
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号

は
二
月
十
日
発
行
予
定
で
す
。
新

聞
担
当
の
浅
倉
さ
ん
が
入
院
し
ま

し
た
。
早
期
復
帰
を
祈
り
ま
す
。


